






















要約:秋田県北部の農山過疎地域(人口 1万 4千弱)で 1991 年から 5年継続事業として、小

中学生全員の空腹時採血による脂質調査を始めたので初年度の実態を報告する。肥満及び

高脂血症が特に中学生において著明であった。各調査項目同士の関連から肥満が諸悪の根

源であり、ライフスタイルの改善が急務と考えられる。 


